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子
ど
も
た
ち
の
色
と
り
ど
り

の
手
作
り
和わ

凧だ
こ

で
新
春
の
空
は

展
覧
会

。
一
月
十
五
日
、
八

幡
屋
公
園
多
目
的
広
場
で
催
さ

れ
た

港
区
た
こ
あ
げ
大
会

に
は
区
内
か
ら
百
人
超
の
小
学

生
ら
が
参
加
。
地
域
の
人
々
も

含
め
て
約
百
七
十
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
二
十
二
回
目
。

開
会
式
で
は

大
阪
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
会
港
区
支
部
協
議

会
（
主
催
）
の
笠か

さ

谷た
に

会
長
、
港

区
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

（
共
催
）
の
檜ひ

の

会き

長
ら
が
子
ど

も
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

ま
ず

凧
の
品
評
会

で
一

点
一
点
が
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
昨

年
十
二
月
か
ら
開
か
れ
た

凧

作
り
教
室

で
子
ど
も
た
ち
自

身
が
作
っ
た
も
の
。
図
柄
で
は

干え

支と

の
龍た

つ

を
あ
し
ら
っ
た
も
の

手づくり和凧の糸を引いて元気に走
りまくる子供たち 大阪市コミュ
ニティ協会港区支部協議会提供

な
ど
が
目
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
後
の

飛
翔
コ
ン
テ
ス

ト

で
は
、
風
は
あ
ま
り
吹
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は

が
ん
ば
れ

走

れ
走
れ
！

な
ど
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
本
部
席
の
一
角
に
設
け

ら
れ
た

凧
の
病
院

に
は
故

障
の
凧
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち

が
次
々
と
訪
れ
、
日
本
の
凧
の

会
大
阪
支
部
の
六
人
が

糸
は

こ
う
結
ぶ
ん
や

な
ど
と
優
し

く
教
え
な
が
ら
、
手
早
く
修
繕

を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
会
員

に
よ
る
と

足
が
短
す
ぎ
る
凧

が
多
か
っ
た

よ
う
で
し
た
。

審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
・
飛

翔
賞
・
デ
ザ
イ
ン
賞
の
受
賞
者

（
計
二
十
四
人
）
が
決
ま
り
、

閉
会
式
で
表
彰
。
港
区
子
ど
も

会
育
成
連
合
会
（
共
催
）
の
瓜う

り

生ゅ
う

会
長
が
、
寒
さ
の
中
で
の
子

ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
称
え
ま

し
た
。

相
談
に
対
応
す
る
大
阪
司
法
書

士
会
西
支
部
の
司
法
書
士
た
ち

港
区
た
こ
あ
げ
大
会
に
ぎ
わ
う

人
、
河
村
智と

も

文ふ
み

さ
ん
は
、

こ

れ
ま
で
に
も
相
談
会
は
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
夜
間
は
初
め

て
。
事
前
予
約
制
に
し
な
か
っ

た
た
め
、
空
き
が
あ
る
限
り
対

応
で
き
、
複
雑
な
相
談
に
も
じ

っ
く
り
時
間
を
と
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
貢
献
を
主
眼

に
、
司
法
書
士
と
し
て
何
が
出

来
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

四
月
か
ら
は
区
ご
と
の
ス
ポ
ッ

ト
法
律
相
談
を
検
討
し
て
い
ま

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
相
談
会
予
定
や
要
望

な
ど
に
つ
い
て
は

六
四
六
一

〇
一
三
三
河
村
事
務
所
（
西

支
部
相
談
担
当
）
へ
。

し
、
緑
化
協
力
の
成
果
を
観
察

し
、
村
人
と
交
流
し
、
失
わ
れ

た
緑
を
取
り
戻
す
試
み
を
体

験
。旅
行
代
金
十
六
万
円（
附
随

費
用
あ
り
）。
申
込
締
切
二
月

二
十
九
日

は
中
国
山さ

ん

西せ
い

省
大だ

い

同ど
う

市
の
黄
土
高
原
で
一

九
九
二
年
か
ら
緑
化
協
力
を
続

け
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
。
地
球
環
境
の
た
め
国
境
を

越
え
て
力
を
合
わ
せ
て
い
る

詳
細
は

の
事
務
所
（
市

岡
一

四

二
四

五
階
、

六
五
七
六

六
一
八
一
）
へ
。

■
放
射
能
と
原
発

知
ろ
う
、

語
ろ
う
、
行
動
し
よ
う

第
２

回

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で

二
十
六
年
の
井
上
保
子
さ
ん

（
心
と
い
の
ち
を
は
ぐ
く
む
会

・
原
発
の
危
険
性
を
考
え
る
宝

塚
の
会
世
話
人
）
が
、
今
何
を

食
べ
、
放
射
能
か
ら
ど
う
身
を

守
れ
ば
よ
い
か
を
語
る
。
二
月

十
八
日
（
土
）
十
四

十
六
時
、

三
里
塚
産
直
野
菜
の
会
（
磯
路

二

三

九
、
三
社
神
社
南
す

ぐ
）
で
。
参
加
無
料
。

六
五

七
二

〇
一
三
〇
同
会
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
続
け
て
い
る
。

気
楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。

参
加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月

第
二
・
四
土
曜
の
十
五

十
八

時
に
松
井
整
骨
院
内
で
。
弁
天

四

一
〇

二
六
、

六
五
七

二

一
一
六
五
。

怒
！

原
子
力
ム
ラ

（
池
島
・
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

歳
）

一
月
二
十
二
日
付

新
聞
。

異
論
を
唱
え
た
学
者
に
ム
ラ

の
仕
打
ち
は

。
原
発
建
設
相あ

い

次
ぐ
七
二
年
。
日
本
学
術
会
議

で
時
の
政
府
の
原
発
政
策
を
批

判
し
た
ら
、
何
と
研
究
費
全
カ

ッ
ト
、
学
生
に
教
え
る
こ
と
も

禁
じ
、
研
究
発
表
も
上
の
教
授

の
許
可
制
。
十
七
年
間
助
手
の

ま
ま
。
そ
の
間
、
東
電
の
社
員

か
ら

費
用
全
部
持
つ
か
ら
三

年
ほ
ど
米
国
に
留
学
し
な
い

か

と
も
言
わ
れ
た
。
今
は
立

命
館
大
学
名
誉
教
授
の
こ
の

氏
。

自
由
に
物
も
言
わ
せ
な

い
原
発
開
発
が
安
全
で
あ
る
筈は

ず

な
い

。
異
論
を
排
除
し
て
こ

ん
な
や
り
方
を
続
け
る
な
ら
、

そ
の
う
ち
天
罰
が
下
る
？

救
援
で
自
ら
も
死
の
淵

庄
野
氏
の
活
動
に
感
銘

（
磯
路
・

歳
男
性
）

原
爆
で
負
傷
し
な
が
ら
も
す

ぐ
さ
ま
救
援
活
動
に
参
加
し
、

自
ら
も
死
の
淵ふ

ち

へ
と
追
い
込
ま

れ
た
庄
野
正
氏
の
被
爆
体
験
記

（
前
号
８
面
）に
読
み
入
り
ま
し

た
。

休
養
し
ろ

と
の
上
官

命
令
を
返
上
し
、
地
獄
の
よ
う

な
光
景
の
中
で
の
連
日
の
搬
送

作
業
、
本
当
に
御
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
腕
を
前
に
上
げ
て
歩
い

て
き
た
と
い
う
中
学
生
た
ち
の

哀
れ
な
姿
に
は
涙
が
出
ま
す
。

戦
争
と
は
い
え
、
本
当
に
原
爆

だ
け
は
絶
対
に
許
せ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
次
回
も
し
っ
か
り

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
く
て
も
年
金
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に

職
業
選
択
の
自
由
は
絵

に
描か

い
た
餅も

ち

今
の
企
業
や
社

会
は
利
益
や
効
率
ば
か
り
で
人

を
育
て
る
と
か
幸
せ
に
す
る
と

か
い
っ
た
姿
勢
が
な
い

な
ど

の
失
業
者
の
声
に
同
感
で
す
。

今
の
社
会
を
深
く
考
え
さ
せ
て

誰
の
た
め
に
そ
の
力
を
使
う
の

か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。今
、

す
ご
い
勢
い
で
大
阪
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
橋は

し

下も
と

氏
を
、
市

民
が
も
っ
と
冷
静
に
厳
し
く
監

視
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

港
新
聞
に
は

橋
下
暴
走

の

歯
止
め
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

失
業
者
の
声
に
同
感

タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事

（
南
市
岡
・

代
男
性
）

あ
ふ
れ
る
失
業
者

懸
命

の
求
職
活
動
（
前
号
１
面
）を

読
ん
で
。
会
社
員
の
私
も
い
つ

リ
ス
ト
ラ
に
遭あ

う
か
と
、
家
族

と
共
に
戦
々
恐
々
の
毎
日
で
す

の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
紙
面
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
仕
事
が

誰
の
た
め
の
独
裁
な
の
か

判
り
易
か
っ
た
橋
下
批
判

（
築
港
・

代
男
性
）

平
松
さ
ん
を
特
に
応
援
し
て

い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
度
の
ダ
ブ
ル
選
挙
結
果
に
は

腑ふ

に
落
ち
な
い
点
が
あ
り
、
選

挙
後
の
マ
ス
コ
ミ
の
密
着
ぶ
り

や
各
政
党
の
変
化
も
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
野

ひ
ろ
子
さ
ん
の
提
言
（
前
号
２

面
叫
ん
で
い
い
と
も
！
）
を

読
ん
で
、
少
し
ス
ッ
キ
リ
し
ま

し
た
。
地
下
鉄
民
営
化
や
労
働

組
合
叩
き
な
ど
、
例
を
上
げ
な

が
ら
の
判
り
易
い
解
明
で
、
結

局
は
庶
民
の
た
め
で
な
く
財
界

の
た
め
に
こ
そ
独
裁
を
振
り
か

ざ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判

っ
た
か
ら
で
す
。
独
裁
が
一
概

に
悪
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

く
れ
る
記
事
に
感
謝
し
ま
す
。

古
部
賢
一
さ
ん
の
ル
ー
ツ

港
中
の
吹
奏
楽
部
に
誇
り

（
池
島
・

代
女
性
）

み
な
と
区
人
物
列
伝
（
７

面
）
を
読
ん
で
。
日
本
を
代
表

す
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
古
部
賢

一
さ
ん
の
ル
ー
ツ
が
港
中
学
校

だ
と
知
っ
て
、
と
て
も
誇
り
に

思
い
ま
し
た
。
私
は
古
部
さ
ん

と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
で
す
が
、
五

年
前
に
越
し
て
き
た
の
で
当
時

は
知
り
ま
せ
ん
。
で
も
我
が
子

の
先
輩
と
い
う
こ
と
で
親
し
み

が
わ
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
は
吹
奏
楽
部
で
オ
ー
ボ
エ

を
担
当
し
た
い
き
さ
つ
や
、
新

日
フ
ィ
ル
首
席
奏
者
に
な
っ
た

時
の
様
子
が
面
白
く
、
ま
た
吹

き
口
を
自
分
で
作
る
と
い
う
こ

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

司
法
書
士
が
夜
間
相
談
会
開
く

土
地
建
物
の
売
買
や
相
続

登
記
、
多
重
債
務
な
ど
の
法
律

問
題
で
困
っ
て
い
る
人
に
役
立

て
ば

と
港
区
な
ど
の
司
法
書

士
が
十
二
月
二
十
日
、
弁
天
町

市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
で
無
料
の

夜
間
相
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

大
阪
司
法
書
士
会
西
支
部

（
福
島
・
此
花
・
港
・
大
正
・

西
区
に
約
百
二
十
会
員
）
が
主

催
し
た
こ
の
相
談
会
に
は
市
民

七
人
が
来
場
し
、
八
人
の
司
法

書
士
が
対
応
。
複
雑
な
相
続
問

題
な
ど
切
迫
し
た
事
情
を
抱
え

た
来
場
者
へ
の
真し

ん

摯し

で
丁
寧
な

姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

◆
地
域
貢
献
を
主
眼
に

参
加
し
た
司
法
書
士
の
一

と
を
初
め
て
知
り
、
演
奏
以
前

の
苦
労
に
感
心
し
ま
し
た
。

川
奈
ル
ミ
さ
ん
ラ
イ
ブ

聴
い
て
み
た
か
っ
た
！

（
築
港
２
・

代
女
性
）

川
奈
ル
ミ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
の

記
事
（
十
二
月
号
６
面
）
を
読

ん
で
、
そ
ん
な
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
ラ
イ
ブ
な
ら
ぜ
ひ
聴
い
て

み
た
か
っ
た
、
特
に
ラ
テ
ン
ナ

ン
バ
ー
を
聴
い
て
み
た
か
っ
た

と
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
ル
ミ

さ
ん
の

は

湖こ

愁し
ゅ

記う
き

元

町
ブ
ル
ー
ス

な
ど
何
枚
か
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
も
歌

の
う
ま
さ
は
充
分
に
伝
わ
っ
て

き
ま
す
が
、
や
は
り
生
の
迫
力

に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
記
事
が

リ
ア
ル
だ
っ
た
だ
け
に
、
よ
け

い
そ
う
思
い
ま
し
た
。

■
ム
チ
打
ち
（
首
・
腰
）
無
料

相
談
会

交
通
事
故
で
ム
チ
打

ち
に
な
っ
た
被
害
者
を
対
象
と

し
た
無
料
相
談
会
。
二
月
十
九

日（
日
）十

十
八
時
に
行
政
書

士
の
む
ら
事
務
所
（
築
港
三

七

一

六
〇
八
）
で
。
一
人

約
一
時
間
。
事
前
予
約
制
。
ム

チ
打
ち
で
も
き
ち
ん
と
治
療
・

補
償
を

円
満
解
決
へ
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す

早
め
の
相
談
が

良
い
結
果
に
繋つ

な

が
り
ま
す
（
同

事
務
所
・
野
村
光み

つ

恵え

さ
ん
）
。

六
五
七
六

六
〇
七
八
。

■
港
南
中
学
校
同
窓
会

同
校

創
立
五
十
周
年
行
事
が
十
一
月

に
開
催
さ
れ
る
が
、
同
窓
会
全

体
で
の

記
念
の
集
い

は
難

し
い
の
で
期
ご
と
に
開
催
す
る

よ
う
要
請
。
問
合
せ
は
木
村
良

雄
会
長
（

〇
八
〇

三
七
七

六

六
一
二
八
）
ま
で
。

■
市
岡
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
説
明
会
・
研
修
会

地
域

の
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
て

十
六
年
。
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
。

活
動
内
容

外

国
人
の
日
本
語
学
習
の
お
手
伝

い

資
格

十
八
歳
以
上
の
日

本
語
を
自
由
に
話
せ
る
人
（
日

本
語
教
師
資
格
や
外
国
語
運
用

能
力
は
特
に
必
要
な
し
）

活

動
日
時

毎
週
金
曜
十
九

二

十
一
時（
年
間
三
十
五
回
程
度
）

活
動
場
所

港
区
民
セ
ン
タ

ー

説
明
会

三
月
二
十
三
日

（
金
）十
九

二
十
一
時
に
同
セ

ン
タ
ー
で

研
修
会

三
月
三

十
日（
金
）十
九

二
十
一
時
に

同
セ
ン
タ
ー
で

費
用

説
明

会
研
修
会
は
無
料（
会
員
に
な

る
と
入
会
金
千
円
と
年
会
費
三

千
円
必
要
）

申
込

メ
ー

ル
か
電
話
で
（

＠〇
八

〇

三
八
四
六

二
五
八
一
札ふ

だ

葉ば

）

申
込
締
切

三
月
二
十

二
日
（
説
明
会
当
日
申
込
可
）
。

■

（
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

春
の
黄こ

う

土ど

高
原
ワ

ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

黄
土
高

原
を
四
月
七

十
三
日
訪
問

港 新 聞こども ・ 読 者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 水曜日こ ど も ・ 読 者


